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懐かしい夕張に会いに
8/11(木)から21(日)にかけ、10年前に廃館になった旧夕張市美術館の

収蔵物の作品展がりすたで開催され、写真、書、夕張の風景を収めた絵画

などを一目見るため多くの方が訪れました。

期間中は、対話しながら作品を鑑賞する催しなども開かれ、市民の方、

昔住んでいた方などが、かつての夕張に再会した11日間でした。
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令和３年度各会計の決算状況

●一般会計

●特別会計

●令和３年度末将来負担等の状況

広報ゆうばり７月号で各会計の決算見込みをお知らせしたところですが、９月に開催された定例市議会で「令和３年

度各会計決算」が認定されました。令和３年度は、一般会計において、市税や地方交付税などの歳入増、各事業におけ

る節約などによる歳出節減により、実質収支約６億４千５百万円の黒字となりました。

これは、市民の皆さまのご理解、さまざまなご協力やご支援によるものであり、引き続き市民の皆さまの安全・安心を

守るため、諸課題に適切に取り組んでまいります。また、特別会計においても、すべての会計で収支均衡または黒字と

なりました。今後も適正な運営を図ってまいります。

各会計の決算状況は、次のとおりです。 【問合せ先】市財政係　☎ 52－3122

科　　目 決　算　額 参考（令和２年度決算）

市税 9億65万円 8億6,066万円

地方譲与税・交付金 2億9,335万円 2億6,850万円

地方交付税 53億613万円 49億4,217万円

分担金・負担金 3,120万円 3,300万円

使用料・手数料 4億4,982万円 4億8,561万円

国・道支出金 24億6,400万円 27億1,606万円

財産収入 6,280万円 4,810万円

寄附金・繰入金 11億5,413万円 11億7,037万円

繰越金 3億2,381万円 5億7,613万円

諸収入 6,174万円 5,154万円

市債 6億7,961万円 10億5,404万円

合　　　計 117億2,724万円 122億618万円

歳　　　　入

科　　目 決　算　額 参考（令和２年度決算）

議会費 4,838万円 6,678万円

総務費 16億904万円 25億6,805万円

民生費 25億3,587万円 28億6,817万円

衛生費 13億6,228万円 8億3,089万円

農林業費 8,257万円 8,201万円

商工費 1億3,015万円 7,025万円

土木費 8億3,083万円 8億8,493万円

消防費 3億8,600万円 4億326万円

教育費 4億1,700万円 4億7,246万円

公債費 34億9,543万円 34億3,238万円

諸支出金 2,725万円 4,444万円

合　　　計

0 0

歳　　　　出

災害復旧費

109億2,480万円 117億2,362万円

歳入－歳出 A 8億244万円

繰越明許費繰越額 B 1億5,686万円

実質収支額 A－B 6億4,558万円

単年度収支額 4億135万円

収支の状況

・繰越明許費繰越額～年度内に事業の完了が見込まれなかったため、翌年度に予算を繰り越して執行する事業の財源の一部とするもの

・実質収支～（歳入－歳出）から翌年度に繰り越す財源を除いた決算額

・単年度収支～当該年度における実質収支の増減額を示すもの(当該年度実質収支－前年度実質収支）　※令和２年度実質収支　2億4,423万円

会　計　名

国民健康保険事業会計

市場事業会計

公共下水道事業会計

介護保険事業会計

後期高齢者医療事業会計

歳　　入

12億3,388万円

0万円

2億4,396万円

17億5,731万円

2億375万円

歳　　出

12億3,388万円

0万円

2億4,396万円

17億1,044万円

2億114万円

収　　支

0万円

0万円

0万円

4,687万円

261万円

注）水道事業会計除く。

注）水道事業会計除く。

・債務負担　～　将来にわたり支出する義務を有するもの

・市債元金　～　事業などを実施するために借入れたもの（再生振替特例債122億8,002万円を含む）

・基　　金　～　特定の目的のために、資金を積立・運用するもの

（令和２年度末残～△230億5,186万円）

対前年減少額～  　25億4,320万円

会　計　名

一般会計

国民健康保険事業会計

市場事業会計

公共下水道事業会計

介護保険事業会計

後期高齢者医療事業会計

合　　　計

実質収支

6億4,558万円

0万円

0万円

0万円

4,687万円

261万円

6億9,506万円

債務負担残高

△33億7,785万円

△1,694万円

△690万円

△1,499万円

△34億1,668万円

市債元金残高

△246億4,869万円

△4億8,820万円

△3,406万円

△251億7,095万円

基金残高

69億5,931万円

3億3,252万円

78万円

9,130万円

73億8,391万円

合　　計

△204億2,165万円

3億1,558万円

78万円

△4億8,820万円

9,721万円

△1,238万円

△205億866万円
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令和３年度健全化判断比率などについて

～

≪参考：健全化判断比率 前年度対比≫　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：％）

※①、②は黒字決算であり、赤字が生じないため「－」で表示しています。

※③は比率算定の分母である標準財政規模の減少が主な要因です。

※④は再生振替特例債元金償還に伴う地方債現在高の減少が主な要因です。

≪参考：資金不足比率 前年度対比≫　　　　　　　　　 （単位：％）

※いずれの会計も資金不足が生じないため「－」で表示しています。

○令和３年度健全化判断比率 （①～④） 　　　　　　 （単位：％）

※①・②は黒字決算であり、赤字が生じないため「－」で表示しています。

※④将来負担比率には財政再生基準はありません。

○令和３年度資金不足比率 （⑤） 　　 （単位：％）

※いずれの会計も資金不足が生じないため「－」で表示しています。

問合せ先

市財政係　☎ 52－3122

平成21年４月に施行された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、令和３年度決算に基づく健全化判断比率と
公営企業ごとの資金不足比率を算定しましたのでお知らせします。

実質赤字比率、連結実質赤字比率は前年度同様に生じない状況ですが、実質公債費比率については財政再生基準を超えており、財政
再生計画に基づき着実に財政運営を進めていかなければなりません。

公営企業全会計についても前年度同様に、黒字決算もしくは収支均衡となり資金不足比率が生じない状況となりました。

比率の説明 これらの比率は、全国統一的なルールに基づき算定していますが、専門的な用語や複雑な算式も含ま

れていることから、ここではその概略について説明します。

比　率　名 夕 張 市 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 － 15.00 20.00 

②連結実質赤字比率 － 20.00 30.00 

③実質公債費比率 68.3 25.0 35.0 

④将来負担比率

会　計　名 夕 張 市 経営健全化基準

市場事業会計 －

公共下水道事業会計 －

水道事業会計 －

274.0 350.0 －

20.0 

（標準財政規模に対する一般会計の赤字額の割合）

⇒この比率が高くなるほど赤字の額が大きく、解消が難しくなるため、より多くの歳出削減策や歳入増加対策を講じるとともに、

解消期間も長期に渡る可能性が高くなるなど、深刻な事態になっていることになります。

① 実 質 赤 字 比 率

（標準財政規模に対する全会計の赤字額の割合）

⇒すべての会計の赤字額や黒字額を合算し、まち全体の赤字の程度を指標化したもの。令和３年度は全ての会計で黒字もしくは収

支均衡となっています。

② 連結実質赤字比率

（標準財政規模に対する公債費などの支出の割合）

⇒公債費や公債費に準ずる経費は削減や先送りが難しく、一度この経費が増大すると短期間で削減することが困難になります。そ

のため、この比率が高まるほど財政の弾力性が低下し、他の経費を削減しないと予算を組むことが難しくなるなど、資金繰りの

危険度を示す指標です。

③ 実 質 公 債 費 比 率

（標準財政規模に対する将来負担すべき額の割合）

⇒赤字額や地方債、債務負担行為など現時点で想定される将来の負担（残高）を指標化したもの。この比率が高い場合、今後の財

政運営が圧迫されるなどの問題が生じる可能性が高くなります。

④ 将 来 負 担 比 率

（事業規模である料金収入に対する資金不足額の割合）

⇒この比率が高くなるほど、料金収入で資金不足を解消することが難しくなり、公営企業として経営に問題があることになります。

ただし、将来の料金収入などで解消することが予定されている資金不足については、計算上、差し引くこととしているため、資

金不足額イコール赤字額とはなりません。

・地方公共団体の標準的な状態で通常収入されると見込まれる一般財源（市税や普通交付税など）の規模を示すもの。（人口や面積、

産業構造などにより自治体ごとに異なりますが、統一ルールにより算出されます）

　⇒令和３年度 4,978,369 千円 ( 令和２年度 4,673,651 千円 )

本件については、市ホームペ

ージにも掲載していますので、

そちらもご覧ください。

⑤ 資 金 不 足 比 率

※ 標 準 財 政 規 模

 年　　度 ①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率 ③実質公債費比率

令和３年度 － － 68.3

令和２年度 － － 70.0

増　　減 － － △1.7

④将来負担比率

274.0

336.0

△62.0

 年　　度 市場事業会計 公共下水道事業会計 水道事業会計

令和３年度 － － －

令和２年度 － － －

増　　減 － － －
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○夕張市財政再生計画の変更（令和４年度第３次（９月））の内容

○令和４年度９月補正予算の内容

総務大臣あてに協議を行った「夕張市財政再生計画の変更＜令和４年度第３次＞」について、
総務大臣から同意が得られました。今回の計画変更による財政再生計画期間の変更はありま
せん。

同意が得られた変更は、令和４年度第２次（６月）変更以降に生じた新型コロナウイルス感
染症への対応のほか新たな課題に対応するもので、主な内容は以下のとおりです。

なお、上記歳出の財源として、国、道からの補助金・交付金や寄附金（ふるさと納税）などを
充当しています。

《財政再生計画の変更内容》
　令和４年度第３次の計画変更
　＜一般会計＞　変更総額　205,911千円

《令和4年度予算の補正を行った会計と補正予算額》
　令和４年９月に総務大臣の同意が得られた「夕張市財政再生計画の変更」に基づき、一般会計、
公共下水道事業会計、介護保険事業会計、水道事業会計について予算の補正を行いました。

＜問合せ先＞
　市財政係　☎52－3122

（単位：千円）

変更する内容（感染症対応に関するもの） 増減額（単位：千円）

14,979
コロナ禍における原油価格高騰対応として、生活困窮者に対し灯油価
格上昇分を支援する経費

燃油価格高騰により影響を受けているメロン生産者の経営の安定化を
支援する経費

市民の消費喚起と市内事業者を応援するため、プレミアム付き商品券お
よび飲食クーポン券を発行する経費

新型コロナウイルスワクチン接種に要する経費

変更する内容（感染症対応以外に関するもの） 増減額（単位：千円）

2,000

石炭博物館地下坑道展示における設備修繕・保守点検および非常用照
明の改修経費

空き家住宅の解体費用の一部を補助する経費

令和3年度実績に基づく国庫・道費負担金などの返還金

ほか２件　3,651千円　計

会計名

一般会計

公共下水道事業会計

介護保険事業会計

補正の内容

計画変更で計上した各事業
経費

特定収入に係る消費税の追
加納付に要する経費

交付済の国・道負担金返還
に係る経費

補正額

205,911

2,246

42,579

補正後予算額

12,339,141

245,487

1,855,637

水道事業会計 一部人件費の予算組替え 0 508,734

10,563

10,700

50,000

89,893

ほか23件　42,895千円　計

3,284

67,839

116,018
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「人生会議」って聞いたことはありますか？　なにかおおげさな響きがしますが、内
容は「死が迫った時、延命のための治療や処置を受けるかどうかを事前に決めておく
ために話し合いをすること」です。死の近い人が一人で考えるよりも、家族、親族、友人
や近隣の人と医療福祉従事者の意見などを参考にしながら、話し合いの中で決めて
いくという過程がたいせつと言われています。

人間は誰もがやがては死を迎えます。だから、普段から死を恐れず、延命治療など
を話題にできるとよいなと思います。できるだけ穏やかに苦痛少なく人生を全うできるように
願いながら患者さんに接しています。

夕張市立診療所ニュース
2022年

vol.148

10月

10 月外来診療体制 ※４日（火）の整形外科は休診です

☎（0123）52－4339　FAX（0123）52－2617
〒068-0402　夕張市社光20番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari

夕張市立診療所お問い合わせ

前沢政次所長

月 火 水 木 金

総合診療科

歯　　　科午 前

松島・出張医

八　田

前沢・諌山

－－

－

－

八　田

八　田

前沢・出張医

出張医

八　田

八　田

諌山・髙野

－

諌山・前沢

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（７・14・21・28日）

循環器内科
（５・19日）

泌尿器科
（４・11・18・25日）

八田・村井

総合診療科

歯　　　科午 後

出張医

八　田

前　沢

－

前　沢

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（７・14・21・28日）

整形外科
（11・18・25日）

整形外科
（19日）

整形外科・婦人科
（６・13・20・27日）

八田・村井

※医師は変更となる場合もございます。　※土・日・祝は休診です。　※火曜の歯科は休診です。　※(泌)(整)以外は予約制です。
※受付時間…８：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…９：30～11：30／12：30～15：00）

〇発熱・咳・その他のかぜ症状で受診する方は、事前に診療所へお電話でご
連絡ください。

〇正面玄関に自動体温測定器と消毒液を設置しております。各自、検温と手
指消毒をお願いいたします。

来院される

みなさまへ

― 「ゆうゆう寄り添い倶楽部」　次回は10/20（木） ―

日　時 10月20日（木） 午後３時～

テーマ いのちの基調について④

今月は…

場　所 拠点複合施設 りすた 多目的ホール

（夕張市南清水沢4丁目48番地12）

講　師 前沢 政次 所長

【お問い合わせ】夕張市立診療所（筒井・笹岡）　☎（0123）52－4339

みなさんのご参加をお待ちしています！

☆参加費無料、どなたでも参加OK！
☆スタンプカード配布中！
☆お帰りの際は送迎車をご利用できます！
☆マスク着用・手指消毒・検温にご協力ください！

　８月のゆうゆう寄り添い倶楽部では、認知症について学びました。認知症であるというこ
とはどういうことなのか、また、認知症診療の第一人者である故　長谷川和夫先生の言葉を
通して、認知症の方とどのように接していくかなど、みなさん熱心に耳を傾けていました。　
　また、コグニサイズという、運動で体の健康を促すと同時に簡単な課題で脳の活動を活発
化させる体操にも挑戦しました！難易度が上がるとお手本の職員も間違えてしまうほどでし
たが、和気あいあいと楽しみながら行いました。
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文化振興部門の地域おこし協力隊が着任しました！

　私は札幌出身ですが、祖父が夕張市出身でしたので、幼い頃より親しみがあり、「遊び」や「食」など様々

な形の思い出を貰いました。毎年夕張メロンが楽しみでした。

 　今後は地域おこし協力隊として、夕張の土地と人が育んできた貴重な文化の継承をするお手伝いを

して参りますので、何卒よろしくお願いいたします。また、夕張の新たな魅力も発掘していきたいと考

えています。皆様どうぞ夕張の魅力をどんどん教えてください。面白いことがありましたらぜひ、気軽

にお声がけください！

み うら ひろ む

三　浦　弘　夢　札幌市出身

９月1日着任

　夕張市石炭博物館のお客様のご案内、SNS を活用した

情報発信。炭鉱資料の収集整理保存、炭鉱資料を生かした

学習機会の創出や展示会事業など地域の活性化を図るため

の活動。

◆主な活動内容

特定非営利活動法人　炭鉱の記憶推進事業団

夕張市石炭博物館　勤務

◆所 属 先

【読書週間の歴史】

　戦後まもない昭和22年、まだ戦火の傷痕が至るところに残っている中で「読書の力によって、平和な文化国

家を作ろう」という決意のもと、出版社・取次会社・書店と公共図書館、そしてマスコミ機関も加わって、11月17

日から、第１回『読書週間』が開催されました。そのときの反響はすばらしく、翌年の第２回からは期間も10月

27日～11月９日（文化の日を中心にした２週間）と定められ、この運動は全国に拡がっていきました。

　今では『読書週間』前後の10月・11月に全国の図書館や書店などで様々な行事が開催され、りすた図書館で

もイベントを予定しています。

と　き

内　容

10月22日（土）午前９時から午後４時

おはなし会、語り、腹話術、工作コーナーなど

と　き

ところ

10月22日（土）～11月11日（金）

拠点複合施設りすた　待合交流スペース

ところ 拠点複合施設りすた　ゆうばりっこひろば

【ゆうばり図書まつり】

　りすた図書館の除籍図書をご自由にお持ち帰りいただけます。ただし、お１人につき１冊までとさせていただ

きます。

【古本市】

読書週間

問合せ先　りすた図書館　☎57－7583
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現
在
、義
務
教
育
は
小
学
校
６
年
間
、中
学
校

３
年
間
の
「
６
―
３
制
」
が
主
流
で
す
。
し
か
し
近

年
、
学
校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
、『
小
中
一
貫
校
』

あ
る
い
は『
義
務
教
育
学
校
』
と
呼
ば
れ
る
小
中

併
せ
て
９
年
間
を
通
し
た
教
育
活
動
を
実
践
す

る
学
校
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
調
査
結
果
が
届
き
、ゆ
う
ば

り
小
学
校
の
平
均
正
答
率
が
国
語
・
算
数
・

理
科
の
３
教
科
す
べ
て
で
、全
国
・
全
道
平
均

を
上
回
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、夕
張
中
学
校
で
も
、理
科
が
全
国
・

全
道
平
均
と
同
数
値
、
国
語
と
数
学
は
全

国
・
全
道
平
均
に
は
到
達
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
の
差
が
縮
ま
っ
て
お
り
、
本
市
の
児
童
生

徒
の
学
力
が
着
実
に
伸
び
て
き
て
い
る
と
判

断
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
状

況
は
、
11
月
初
旬
ご

ろ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、掲
載
し
ま
す
。

　

小
学
校
、
中
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
発
行
す
る

学
校
だ
よ
り
な
ど
学
校
情
報
を
、
次
の
通
り

夕
張
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

①夕張市の小中学生の課題（学力の定着と向上）の解決のため、「学び

の連続性」が重要であり、小中９年間を通した系統的・継続的な取り組

みが必要。

②今後の市内の児童生徒数の推計（以下の通り）から、

　〔令和 ６年度〕小学生140人 中学生86人 計226人

　〔令和 ８年度〕小学生139人 中学生85人 計224人

　〔令和10年度〕小学生129人 中学生65人 計194人

　小中学生全員が共通の教育目標や教育活動のもと、小中９年間を通し

た一貫指導により、ふるさと夕張に誇りと愛着を持った夕張人を育み、

これからの夕張の街づくりに携わる人材を育成することにもつなが

る。

③「不登校傾向」や「いじめ件数」は、中学校入学をきっかけに増加する

傾向がある。「中１ギャップ」と呼ばれる、こうした課題を解消するため

に、学年間の引継ぎや小・中学校の接続を重視し、９年間を見通した教

育活動や異学年で協力し合う取り組みを進めることが大切。 など

【主なデメリット】

●小６の卒業式、中１の入学式がないため、達成感や新鮮さが失せ、成長

実感や新たな意欲付けの機会が減る。

●小中が一つになることで、小学校5・6年生が高学年としてのリーダー

シップを発揮する機会が減る。　　　　　　　　　　　　　　など

　

本
市
に
お
い
て
も
、
左
の
主
な
背
景
の
通
り
、

様
々
な
課
題
に
対
応
し
、よ
り
効
果
的
な
教
育
活

動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

義
務
教
育
学
校
の
設
置
も
視
野
に
、小
中
一
貫
教

育
の
あ
り
方
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

　

空
知
管
内
で
は
令
和
３
年
度
に
歌
志
内
市
で
、

小
中
学
生
が
９
年
間
同
じ
校
舎
に
通
う
義
務
教

育
学
校
『
歌
志
内
学
園
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ま

た
、
長
沼
町
や
由
仁
町
、
雨
竜
町
、
沼
田
町
で
は
、

９
年
間
を
通
し
た
教
育
課
程
に
よ
る
系
統
的
な

教
育
を
行
う
小
中
一
貫
校
が
発
足
し
て
い
ま
す
。

　

ゆ
う
ば
り
小
と
夕
張
中
で
は
、
昨
年
度
か
ら

「
小
中
連
携
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」
を

組
織
し
て
、よ
り
一
層
連
携
・
協
働
を
強
め
て
お
り
、

９
年
間
を
通
し
た
「
小
中
一
貫
し
た
教
育
ス
タ
イ

ル
」
で
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

左
上
の
囲
み
の
通
り
、デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。

　

今
後
、小
中
一
貫
教

育
の
導
入
に
関
わ

り
、
教
育
委
員
会
や

校
長
・
教
頭
会
議
を

は
じ
め
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学

校
運
営
協
議
会
、
議

会
や
市
役
所
関
係
部

局
、
市
内
の
関
係
団

体
な
ど
と
協
議
を
進

め
て
い
く
と
と
も
に
、他
の
自
治
体
で
設
置
し
て
い

る
先
進
校
へ
の
視
察
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
の
急
速
な
変
容
、
少
子
化
、
教
育
の
多
様

化
な
ど
を
踏
ま
え
、
夕
張
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、ど
の
よ
う
な
教
育
の
あ
り
方
が
重
要
な
の
か
、

検
討
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

家
庭
や
地
域
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、こ
の
取
り

組
み
が
幅
広
く
理
解

さ
れ
、こ
れ
ま
で
と
同

様
に
学
校
教
育
に
対

し
ま
し
て
ご
指
導
ご

支
援
頂
き
な
が
ら
、

今
後
の
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

〝
小
中
一
貫
教
育
〞の

　
　
　
　  
導
入
に
つ
い
て

〝小中一貫教育〟の導入を考える主な背景

全
国
学
力
・

　
学
習
状
況
調
査
結
果

〜
ゆ
う
小
で

　
全
国
全
道
平
均
を
上
回
る
〜

「
学
校
だ
よ
り
」
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

〔夕張市〕

〔入学・入園〕

↓

〔小学校・中学校〕

↓

〔小学校〕　〔中学校〕

↓

〔ゆうばり小学校〕 

 〔夕張中学校〕

↓

↓

教
育
委
員
会
だ
よ
り

問合せ先　教育委員会学校教育係　☎57－7581
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「総合的な探究の時間・全体報告会」の
開催について

「後期公開授業週間」のお知らせ

　

８
月
24
日
（
水
）６
校
時
、２
学
年
の
総
合

的
な
探
究
の
時
間
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

い
ま
し
た
。『
未
来
の
夕
張
を
考
え
る
』
を
テ

ー
マ
に
活
動
し
て
お
り
、「
夕
張
市
の
健
康
」に

つ
い
て
考
え
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
、社
会
福
祉
法

人
清
光
園
へ
、「
夕
張
市
の
観
光
（
シ
ュ
ー
パ
ロ

湖
の
活
用
）
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
グ
ル
ー
プ

は
、
夕
張
川
ダ
ム
総
合
管
理
事
務
所
へ
、「
夕

張
市
の
福
祉
」 

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
グ
ル
ー

プ
は
、ゆ
う
ば
り
丘
の
上
こ
ど
も
園
へ
伺
い
、イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
夕
張
市
の
観
光
（
空
き
家
の
活

用
）
」
、「
夕
張
市
の
雇
用
」
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
グ
ル
ー
プ
は
、
来
校
い
た
だ
い
た
夕
張
市
役

　

８
月
30
日
（
火
）
5
、6
校
時
に
夕
張
市
拠

点
複
合
施
設
り
す
た
で
３
学
年
の
総
合
的
な

探
究
の
時
間
「
企
画
プ
レ
ゼ
ン
」
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
、３
学
年
の
生
徒
は
「
理
想
の
夕
張

を
つ
く
る
」
を
目
標
に
、各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
「
り
す
た
に
賑
わ
い
を
生
む
企
画
」の
立
案

を
し
て
お
り
、
今
回
は
市
職
員
の
方
々
に
企

画
内
容
を
聞
い
て
い
た
だ
く
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

各
プ
レ
ゼ
ン
に
対
し
、市
職
員
の
皆
様
か
ら

「
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
の
費
用
を
ど
う
す
る

か
」
、「
自
分
た
ち
が
楽
し
め
る
企
画
に
な
っ
て

い
る
か
」
、「
小
学
生
の
利
用
が
促
さ
れ
る
よ

う
な
仕
掛
け
が
あ
る
と
い
い
」
な
ど
、
様
々
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
助
言
を
取
り
入
れ
て
案

を
練
り
直
し
、
10
月
11
日
（
火
）に
「
全
体
報

告
会
」
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、ど
う

ぞ
ご
参
加
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　夕張高校3学年生徒による「総合的な探究の時

間・全体報告会」を行いますので、ぜひお越しくだ

さい。

　夕張高校では後期公開授業週間を以下のとおり実施いたします。

高校の授業の様子を見学できる貴重な機会となりますので、保護者や地域の皆様の来校をお待ちして

おります。

●日　時

●場　所

令和４年10月11日（火）

13時30分～15時00分

夕張市拠点複合施設りすた

多目的ホール

●期　間

●時　間

●場　所

令和4年10月24日（月）～29日（土）

8時50分～15時10分（29日（土）のみ8時50分～11時40分）

北海道夕張高等学校（夕張市南清水沢3丁目49）

所
の
建
設
課
、
地
域
振
興
課
の
皆
様
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
テ
ー

マ
と
な
る
『
理
想
の
夕
張
を
つ
く
る
』で
行
う

企
画
立
案
に
向
け
て
、
大
変
貴
重
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

２
年
生　

総
合
的
な
探
究
の
時
間
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

３
年
生　

総
合
的
な
探
究
の
時
間

　
　
　
　
　
　
　

「
企
画
プ
レ
ゼ
ン
」
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９
月
末
で
任
期
満
了

　
　
　
　

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

谷谷 記記

夏夏谷谷 記記記記 記

谷 記
〜
今
月
の
一
言
〜

お
忙
し
い
と
こ
ろ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

学
校
の
決
ま
り
や
行
事
を
よ
り
良
い
と
思
う
方
に
変
え
た
い

と
話
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
（
記
者
：
ま
き
を
）

　

今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
モ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ツ
で
は
、
9
月
末
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
っ
た
３
年
生
の
生
徒
会
長
と
副
会

長
に
生
徒
会
活
動
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
や
学
ん
だ
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
！

生
徒
会
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
、一
番
印
象
に
残
っ
て

い
る
行
事
や
出
来
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

私
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
学
校
行
事
は
、7
月
に
開

催
し
た
学
校
祭
で
す
。
自
分
が
入
学
し
て
か
ら
、思
い

描
い
て
い
た
理
想
の
学
校
祭
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
最
後
に
良
い
も
の
を
作
れ
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

理
想
の
学
校
祭
っ
て
話
が
あ
っ
た
け
ど
、
ど
ん
な
こ

と
を
や
っ
て
み
た
か
っ
た
の
？

他
の
高
校
の
学
校
祭
や
先
輩
の
時
代
の
学
校
祭
を
見

て
い
る
と
、教
室
で
各
学
年
が
食
べ
物
の
屋
台
を
出
し

た
り
、他
の
学
年
の
屋
台
な
ど
も
行
き
来
し
な
が
ら
、

友
達
と
楽
し
め
る
の
が
醍
醐
味
の
一
つ
と
思
っ
て
い
た
ん

最
後
に
学
校
生
活
で
の
今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く

だ
さ
い
！

生
徒
会
と
し
て
、こ
の
後
控
え
て
い
る
体
育
祭
と
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
準
備
を
進
め
て
い
る
途
中
な
の
で
、ま

ず
は
そ
れ
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
で
す
。（
取
材
時
9
月

初
旬
）

生
徒
会
の
活
動
が
終
了
し
た
ら
、
今
度
は
自
分
た
ち

の
進
路
の
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
！

谷向　琴音さん（生徒会会長）
左　3年A組

夏目　栞歩さん（生徒会副会長）
右　3年A組

夏
目
さ
ん
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事
は
何

で
す
か
？

私
は
校
則
を
変
え
た
こ
と
で
す
。
髪
型
に
関
す
る
校

則
を
Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
わ
き
ま
え
た
上
で
、自
分
で
判
断
す
る

と
い
う
校
則
に
変
更
し
ま
し
た
。

成
人
と
し
て
社
会
に
出
る
と
自
分
で
判
断
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
、
高
校
生
の
今
か
ら
練
習
し
て
い
け

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

校
則
を
変
え
る
な
ん
て
す
ご
い
ね
！
生
徒
か
ら
も

反
響
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

他
の
生
徒
か
ら
も
変
え
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
の

で
、
変
更
が
決
ま
っ
た
時
に
と
て
も
感
謝
さ
れ
ま
し

た
！

生
徒
会
の
取
り
組
み
が
一
つ
形
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
ね
！

本
当
は
状
況
に
応
じ
て
ジ
ャ
ー
ジ
登
校
し
て
も
良
い
よ

う
に
校
則
を
変
え
た
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、ま
だ
課
題

も
多
い
状
態
で
現
在
協
議
中
で
す
。
次
の
生
徒
会
に

も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
か
を
変
え
よ
う
と
行
動
す
る
こ
と
は
と
て
も
良

い
こ
と
だ
ね
。
次
の
生
徒
会
の
み
ん
な
に
期
待
だ

ね
！

少
な
い
人
数
の
高
校
だ
か
ら
こ
そ
、自
分
た
ち
の
意
見

を
反
映
し
て
、学
校
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

校
則
の
変
更
に
も

　
　
　
　
　

 

挑
戦
し
ま
し
た
！

こ
れ
か
ら
の
抱
負
に
つ
い
て

前から数字を2つずつに分けて、1の位からみていくと、

となり、前の数字の中で、何の数字が何個並んでいるかを表しています。

よって、「１３１２３１１０」に続く数字は、

　　「3」が2つ、「2」が1つ、「1」が4つ、「０」が1つ

であるため、答えは「２３１２４１１０」となります。

キセキノクイズ（広報ゆうばり９月号回答）

〈解説〉

で
す
け
ど
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
感
染
対

策
な
ど
も
あ
り
、一
切
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
学
校
祭
で
も
生
徒
が
食
べ
物
を
取
り
扱
う
屋

台
は
出
せ
な
か
っ
た
け
ど
、代
わ
り
に
各
学
年
で
お
祭

り
の
縁
日
の
よ
う
な
屋
台
を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

と
、当
日
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
高
校
に
呼
ん
で
、お
昼
ご

飯
の
購
入
が
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

完
全
で
は
な
い
で
す
け
ど
、理
想
に
近
い
学
校
祭
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
校
の
学
校
祭
は
、
小
中
学
生
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
よ
！
生
徒
会
の
努
力
の
お
か
げ
だ

ね
！

０　１０　１１１０　３１１０　１３２１１０　１３１２３１１０

０
が
１
つ

０
が
１
つ

１
が
１
つ

０
が
１
つ

１
が
３
つ

１
が
２
つ

０
が
１
つ

０
が
１
つ

３
が
１
つ

２
が
１
つ

１
が
３
つ

３
が
１
つ

夕
張
高
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　 

第
五
十
四
号

そのルール、私たちが変えました！
生徒会での活動を振り返ります
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ユるっとゆうばりスポーツクラブからのお知らせ
　ユるっとゆうばりスポーツクラブでは、引き続き感染症対策を講じながら活動をしています。参加され
る皆さんには引き続きご協力をお願いします。今月はメタボリックシンドロームについて紹介します。

　皆さんついに10月になりましたね。暑さも寒さもなく、とても過ごしやすい時期なので、好きな季節な方も
多いかと思います。夏の暑さでご飯をあまり食べなかった方も、この秋でたくさん食べて体重が増えてしまっ
たかもしれません。
　この時期は体重がすごく変化しやすい時期です。このままの生活を続けていると、冬そして春の健康診断で
引っかかってしまいます。なので、この10月で規則正しい生活を続けて健康に過ごしていきましょう。

　皆さんはメタボリックシンドロームを聞いたことがありますか。テレビでは言いやすいように「メタボ」と略
されています。メタボリックシンドロームは生活習慣病の一種で高血圧、脂質異常症、肥満などが組み合わさっ
た状態を指し、心臓や血管の病気につながります。デスクワークなどで運動不足になり、だんだん「メタボ」に
なってきている方が増えています。

■食欲の秋・・・

■メタボリックシンドローム

●ウエスト（必須項目）
　男性85㎝以上、女性90㎝以上
●血圧（次の3項目のうち2項目以上）
　130 /85㎜Hg以上
●空腹時血糖
　110㎎/dL以上
●中性脂肪

150㎎ /dL以上またはHDLコレステロール40㎎ 
/dL未満

■どんな人がメタボリックシンドロームなの？

①食生活の見直し
満腹から腹八分目へシフトし早食いをしないよう
にしましょう。野菜から食べるとダイエットにもつ
ながりますよ（私も実践して効果抜群です！！）
また、洋食から和食に変更してみるといいです
よ！！
そして一番は自分に合った食事をしましょう。
血圧が高い人の食事法や血糖値が高い人の食事
は全く違います。
②禁煙をする

最近は禁煙する人が増えてきましたが、タバコも
「メタボ」には悪影響です。
③適度な運動をしストレスを溜めない

オススメはウォーキングです
（脚への負担が一番少ないです）

■メタボリックシンドロームの改善方法

ラジオ体操は実は高齢者にはオススメしません。
普段腰を丸めたり、反ったり、ジャンプ動作などを
しないから・・。

■今月の豆知識（高齢者向け）

“スポーツの秋、読書の秋”【今年も残り3カ月充実した毎日を過ごしましょう】

☆10月の活動日程

日 時
場 所

持 ち 物

10月6・13・20・27日(木) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、手ぬぐい、（稽古着、竹刀、防具）

≪剣道クラブ≫
☆ 月 活動日程

≪ボクシングクラブ≫
日 時
場 所

持 ち 物

10月4・18・25日(火) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、タオル、運動靴、
バンテージ（ある方）

日 時

場 所

持 ち 物

10月6・13・20・27日(木)
ランニング：18：15～19：30
ウォーキング：17：00～18：00
ゆうばり文化スポーツセンター周辺野外
トレーニングルームなど
ノルディックポール（貸出可）

≪ランニング&ノルディックウォーキングクラブ≫

≪ピンポンバドミニバレークラブ≫
日 時
場 所

持 ち 物

10月5・19・26日(水) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
メインアリーナ
飲み物、タオル、運動靴、ラケット（ある方）

日 時
場 所

持 ち 物

10月8・15日(土) 10：30～11：30
拠点複合施設りすた
多目的ホール
飲み物、タオル、運動靴

≪りすた楽々運動教室≫≪文スポ楽々運動教室≫
日 時
場 所

持 ち 物

10月6・20日(木) 10：15～11：45
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、タオル、運動靴

●申込・問合せ先　☎56－6046　ゆうばり文化スポーツセンター竹部
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拠点複合施設りすた からの お知らせ

「SDGｓと夕張－
　石炭の功罪と旧産炭地の精神性」
　　　　　＋「鹿ゼミ100回の振り返り」

第100回 鹿之谷ゼミナール

　今日、化石燃料、とりわけ石炭は地球温暖化の元凶とされて、その歴史性が否定される風潮に対して、

元炭鉱労働者や旧産炭地の住民が、どのように受け止めれば良いのか考えます。(SDGｓとは、持続可

能な開発目標のことで、17 のゴール・169 のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない」

ことを誓っています。)

　また、これまでの鹿之谷ゼミナールの実践

は、今後に何か残せたのか？地域の歴史を振

り返ることに意味はあるのか、あったのか？と

いうことも参加者と考えを深めます。( 主催者

より)

と き

と こ ろ

参 加 費

主 催

問合せ先

10月15日（土）

キリスト教会（鹿の谷）

無料　　　

夕張地域史研究資料調査室

市社会教育係　☎ 57－7711

実践英会話教室（後期）受講者募集
市民を対象とした、初級レベルの英会話教室の受講者を募集します。小学生から参加できます。

と き

と こ ろ

講 師

受 講 料

定 員

申込期限

問合せ先

10月27日（木）～2023年１月19日（木）全８回・毎回木曜日

午後６時30分～午後７時30分

拠点複合施設りすた・多目的室２

アシュリー・マレル

（オーストラリア出身の英語の先生）

無料

15名程度

（申込者が多い場合は抽選します）

10月21日（金）

市社会教育係　☎57－7711

↑前期の英会話教室の様子

↑りすたで開催された昨年10月のシンポジウムの様子

試しに初回だけ受講することもできます。

無理なく和気あいあいと、

世代をこえて学びましょう！
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　作品をお話ししながら鑑賞し、魅力を探求し

ます。

　気軽に準備不要で参加できます。参加費無料。

→

８月に実施した旧夕張市美術館収蔵作品展での対

話型鑑賞の様子。今回も同じように実施します。

2「みんなで鑑賞しましょう！」

▲

28日（金）　午後６時～

　被災地の文化財保護の活動を取り上げた過去

の番組を視聴します。視聴後に文化財の大切さ

やその意味について考えます。参加費無料。

８月に実施した上映会の様子。→

3　「放送番組上映会　
　　　東日本大震災と
　　　　　　みらいへの約束」

▲

29日（土）　午後５時～

　秋の長い夜を楽しむために、自分だけのあかりをつ

くってみましょう。詳しくは市内教育・保育機関を通

じて案内しますが、大人の方も参加できますので、参

加希望者は問合せ先にお電話ください。

3　子どもむけ体験講座

　　「LED ライトで自分だけの

　　　　 『あかり』をつくろう」
▲

30日（日）　午前11時～

午後１時～
（幼児むけ）

（小学生むけ）

講師：元北翔大学教授　山崎　正明 さん
（造形美術教育）

申込/ 問合せ　　市社会教育係　☎57－7711
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夕張市民文化祭2022のご案内

期間中の催し

　市民の力作が一堂に集まる文化祭ですので、ぜひご来場ください。新型

コロナウイルス感染症予防のため、密を避けて観覧してください。開催期

間中にはギャラリートークなども開催します。また、昨年度に引き続き、

今年度もりすた文化賞の選定を実施します。受賞された作品は次年度の広

報に掲載されます。

　アロマワックスで癒されるサシェ

（香り袋）づくりを体験します。気

軽に体験できますので、ぜひご参加

ください。市内にお住まいの方が講

師をしてくださいます。

10月22日（土）～31日（月）

拠点複合施設りすた 

↓昨年度 第１回りすた文化賞受賞作品

　上　令和３年度ゆうばり小学校　６年生合同作品「前進」　　右　伊藤　保則　「写経」

↑昨年度講師が実施したワークショップの様子

1第６回りすた市民学習講座「フレームサシェ」

▲

23日（日）　午後１時～

開催日程

開催場所

1と4は事前に電話により申し込んでください。
申し込み期限は10月20日(木)です。
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夕張で世界に触れよう！実は夕張にもグローバルな人たちがたくさんいま

す！そんな方々に世界各国の食や文化を紹介してもらいます。開催時間内

は出入り自由です。皆さんお気軽にお立ち寄りください!!

（なお、日時や内容は変更になる場合があります。）
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夕張市指定ごみ袋「５ℓ」

令和４年10月より販売開始 

老朽建築物等除却費補助金の追加募集について

●ご注意ください
店舗によって、店内陳列の日時が異なります。

●参　考　
市民課では、購入される方のご参考になればと、同サイズの袋を

使用したところ、ペットボトル 7本 が入りました。
　　あくまでも目安ですので、無理のない範囲で使用してください。
●注　釈

袋内のペットボトルは全て飲み切り、分別し、水ですすいで乾か
した上で資源物として適正に処分しています。

■「市内業者」とは
夕張市内に事業所、営業所を持つ法人および市内で営業する個人事業者で建設業法第２条第３

項の建設業者および同法第３条第１項ただし書きの軽微な建設工事のみ請け負う者をいいます。
■「市税などを滞納していない」とは

申請者世帯の全員が、市税など(市道民税、軽自動車税、固定
資産税、国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険
料、水道料金、下水道料金、市営住宅使用料)を滞納していない
ことをいいます。

～市環境生活係から市民のみなさんへ～
各店舗の在庫数、市の製作部数には限りがあります。必要とされるみなさんのお手元に届くよう不

必要な「買いだめ」はお控えください。
また、引き続きリサイクル可能な資源物と一般ごみの分別にご協力をお願いします。

参　考

令和４年４月４日から募集を行っていました除却費補助の追加募集を行います。

◆申込期間

◆工事期限

令和４年10月３日(月)から令和４年12月23日(金)まで

※随時申込とし、予算額に達した時点で締め切ります。

令和５年２月28日(火)まで

問合せ先　市環境生活係　☎52－3108

補助対象者

①除却工事費（消費税除く）が
30万円以上であること。

②市内業者と契約を締結し、
除却工事を行うこと。

③昭和56年5月31日以前に
　建設された建物であること。

①市税などを滞納していない
こと。

②申請者世帯の前年の総所得
が552.3万円以下であるこ
と。

補助条件

①除却工事費の30％
　※1戸あたり20万円まで

補助金額

１パック
10枚入り
100円

申請・問合せ先　市建築住宅係　☎52－3119

市民のみなさんをはじめ、たくさんの方からご要望のありました
指定ごみ袋「5ℓ」は、10月より市内取扱店舗各店で販売開始されます。

随時
募集

「中古住宅取得補助」
「リフォーム工事費補助」

も募集しています。
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【申込方法】

採用試験に関する詳細は、市ホームページに掲載しています。

申込・問合せ先　市総務係　☎52－3170

提出書類 上 級・初 級 卒業証明書または卒業見込証明書

社 会人の 部 最終学校の成績証明書

・受験申込書（市指定様式、前３カ月以内に撮影した写真を添付）

・返信用封筒
  （長形３号の封筒に返信先を記載し84円切手を貼ったもの）

提 出 先

申込期間

市総務係（本庁舎４階）に持参または郵送

各区分共 通

面接調書、最終学校の卒業（見込）証明書
保健師証明書の写し（資格取得見込みの方は提出不要）

保 健 師

令和４年10月11日（火）～令和４年10月28日（金）
午後５時30分必着（郵送の場合も同じ）

上 級・初 級

社 会人の 部

令和４年10月11日（火）～令和４年10月21日（金）
午後５時30分必着（郵送の場合も同じ）

保 健 師

●職員採用試験における感染症への対応について
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、受験される方は以下の点に留意してください。

⑴体調不良の方について

　次に該当する方は、他の受験者への感染のおそれがあるため、受験をお控えください。なお、こ

れを理由とした欠席者向けの再試験は予定しておりません。

①新型コロナウイルス感染症などの感染症に罹患し治癒していない方

②保健所から「濃厚接触者」にあたるとして、自宅待機を要請されている方

③試験当日までに発熱や咳などの風邪症状が続いている方

⑵マスクの着用について

試験当日は、感染予防のためマスクの持参・着用をお願いします。

なお、試験実施の際には、本人確認のためマスクを一時的に外していただく場合があります。

⑶試験会場の換気について

　試験会場では、換気のため必要に応じて窓やドアを開けます。室温の変化に対応できるよう服装

には注意してください。

新型コロナウイルス感染症の拡大状況などにより、試験日時や試験会場などの変更を行う場

合があります。市のホームページや公式ツイッターで最新の情報を確認してください。

◆保健師　採用人員：１名

保健師

昭和58年4月2日以降に生まれた方で、次のいずれの項目にも該当する方
・保健師の資格を有する方または令和５年３月31日までに資格取得見込みの方
・普通自動車運転免許を有する方または採用までに取得見込みの方

採用試験

試験日 会 場 内 容夕張市役所令和４年11月６日（日） 面接試験、適性検査
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夕張市職員採用試験

令和５年４月１日採用予定の市職員採用試験を実施します。

◆一般事務職員　採用人員：若干名

募集内容　一般事務職（上級・初級）、一般事務職（社会人の部）、保健師

第一次試験

【受験区分・資格】

一般事務職（上級・初級）

共通の条件
　次の各項目に該当しない方で、採用後、夕張市に居住可能な方
　・日本国籍を有しない方
　・地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する方
※今年度実施した本市職員採用試験に応募されたことのある方は受験できません

平成４年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による大学を卒業（令和５年３
月卒業見込みを含む）している方、またはこれに相当する資格を有すると市長が
認める方

平成４年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による短期大学、専門学校、
高等専門学校、高等学校を卒業（令和５年３月卒業見込みを含む）している方、ま
たはこれに相当する資格を有すると市長が認める方

上級

一般事務職（社会人の部）

昭和58年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた方で、次のいずれの項目にも該
当する方
・学校教育法による高等学校を卒業した方、またはこれに相当すると認められる学校な

どを卒業した方、またはそれ以上の学歴を有する方
・民間企業などの職員として職務経験が通算３年以上ある方
・普通自動車運転免許を令和４年４月１日までに取得されている方

初級

第二次試験

試 験 日

会 場

会 場

試 験 日

内 容

上 級・初 級

社 会人の 部

一般教養試験、適性検査

上 級・初 級 令和４年12月中旬～下旬予定

社 会人の 部 令和４年12月中旬予定

社会人基礎試験（※）、適性検査
※公務員試験に向けた特別な準備が必要のない試験

令和４年11月20日（日）

夕張市役所

夕張市役所

面接試験

内 容
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夕
張
市
立
診
療
所
の
婦
人
科
で
診
療
さ
れ

て
い
る
髙
野
先
生
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
女
性
は
ホ
ル
モ
ン
の
波
に
乗
る

　　

女
性
の
体
の
特
徴
で
あ
る
月
経
周
期
。
月
経

開
始
か
ら
次
の
月
経
開
始
ま
で
の
期
間
の
こ
と

で
、
大
体
28
日
前
後
で
す
。
こ
の
間
、２
種
類
の

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
が
大
き
く
変
化
す
る

こ
と
で
、
心
身
の
状
態
も
様
々
に
変
化
し
ま

す
。
初
経
か
ら
閉
経
ま
で
の
お
よ
そ
40
年
間
弱

を
、
女
性
は
ホ
ル
モ
ン
の
波
に
乗
っ
て
過
ご
し
ま

す
。
戦
前
の
女
性
は
多
産
で
初
経
も
遅
く
、一
生

の
月
経
回
数
は
50
〜
１
０
０
回
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

一
方
、
現
代
の
女
性
が
一
生
に
経
験
す
る
月

経
回
数
は
約
４
５
０
回
。
そ
れ
ゆ
え
、
月
経
に

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
た
と
言
え
ま
す
。
月

経
時
、お
腹
の
痛
み
に
限
ら
ず
生
活
に
支
障
が

出
る
症
状
が
あ
れ
ば
「
月
経
困
難
症
」
で
す
。

月
経
の
度
に
学
校
や
仕
事
を
休
む
、大
事
な
試

験
や
試
合
で
月
経
の
た
め
に
実
力
が
出
せ
な

い
、月
経
が
来
る
と
思
う
と
辛
い
・
怖
い
な
ど
、月

経
と
聞
く
と
憂
鬱
に
な
っ
て
し
ま
う
方
は
、
婦

人
科
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
月
経
困
難
症
は

「
子
宮
内
膜
症
」
と
い
う
病
気
が
原
因
の
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
子
宮
内
膜
症
で
は
、月
経
痛
が

ひ
ど
く
な
っ
た
り
、
卵
巣
の
う
腫
や
不
妊
の
原

因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
治
療
が
必
要
で
す
。

具
合
が
悪
い
の
は
月
経
の
最
中
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
月
経
前
症
候
群
・
月
経
前
不
快
気

分
障
害
」
と
言
い
、
月
経
前
２
週
間
（
排
卵
〜

月
経
開
始
）に
心
身
の
不
調
が
現
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
む
く
み
・
倦
怠
感
・
頭
痛
・
ど
う
し

よ
う
も
な
く
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
気
分
が
落
ち

込
ん
だ
り
、な
ど
の
症
状
で
す
。
こ
ち
ら
も
辛
い

場
合
に
は
婦
人
科
へ
。
ま
た
、月
経
前
に
な
る
と

基
礎
疾
患
が
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
月
経
周
期
関
連
の
症
状
に
対

し
て
「
低
用
量
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
・
プ
ロ
ゲ
ス
チ
ロ
ン

配
合
剤
」
が
使
用
で
き
ま
す
。
そ
の
名
の
通
り

２
種
類
の
女
性
ホ
ル
モ
ン
を
合
わ
せ
た
薬
で
、月

経
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
・
月
経
血
量
を
少
な
く

す
る
・
月
経
痛
を
軽
減
す
る
作
用
が
あ
り
、
続

け
て
飲
む
こ
と
で
体
内
の
ホ
ル
モ
ン
量
が
安
定

し
、
月
経
回
数
を
減
ら
し
た
り
、
体
調
の
波
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
、セ
ル
フ
ケ
ア
に
つ
い
て
。
お
勧
め
は
、

症
状
日
記
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
自
分
の
月
経

周
期
を
よ
く
知
り
体
調
の
変
化
を
把
握
す
る

こ
と
が
、
最
初
の
対
処
法
と
な
り
ま
す
。
替
え

の
き
か
な
い
た
っ
た
ひ
と
つ
の
自
分
の
体
を
、
是

非
、大
切
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

夕
張
市
立
診
療
所
婦
人
科

髙　

野　

ゆ
う
き

 

『夕張市 在宅医療・介護連携推進事業研修会』を開催しました

　８月26日（金）「りすた」において、市内の医療機関や介護・福祉事業所で働

く医療職・介護職などを対象に研修会を開催しました。

　夕張市立診療所の前沢政次所長から『人生の最終段階における介護医療連

携』についてご講演いただき、「人生の最期をどうありたいか」を、本人の意向

や希望を尊重した上で支援することの重要性を学びました。

　ひとりひとりが日頃から将来の変化（死）に備え、医療やケアについて、ご自身を主体に、そのご家族や

近しい人、医療やケアのチームが、繰り返し話し合いを行い、ご自身の意思決定を支援する過程を、ACP

（アドバンス・ケア・プランニング）といい、ご自身の人生観や価値観、希望に沿った、将来の医療やケアを

具現化することを目標としています。

　医療・介護に従事する方は、ご本人の意向や希望を聞いて、それをできるだけ叶えられるようチームで協

力する体制を作ろうと努力しています。ですので、治療方針や療養方法などの説明を聞き、話し合いなが

ら自分の希望を示すことがご本人にとって最も重要なことです。医師任せ・人任せではなく、自分はどうし

たいかを伝えることが、ご本人、ご家族にとって悔いを残さない人生の最期につながっていきます。

　「人生の最期をどうありたいか」は「その時にならなければ、わからない」という方もいますが、講演の

中で「死の間際、ご本人の７割は何も言う事ができない」とお話があったとおり、日頃より、ご自身で自分

の将来のことを考え、家族や近しい人と話し合っておくことが大切です。

　夕張市としても、市民のみなさんが「人生の最期をどうありたいか」を自ら考えることができる学習の機

会を、今後作っていきたいと思います。
問合せ先　市包括支援係　　☎52－3107
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　8/27～28 旧南大夕張駅跡にて3年ぶりに「汽車フェス

タ」が開催されました。27日は夕方から保存車両のライト

アップ。28日には出店があり、多くの観光客や鉄道ファン

が参加しました。会場ではモーターカーの乗車体験や保存

車両内での鉄道模型展示、ラッセル車の見学も行われ、汽

車フェスタならではの催しもありました。また、スペシャ

ルゲストの演奏会やビンゴ大会など、一般客でも楽しめ

る催しも行われました！！

　次第に気温が下がり始めた9月は、掃除機かけやお風呂掃除、
お話相手などの毎月のお手伝いのほかに、窓ふきとベランダ掃
除、引っ越し準備の新規のご依頼がありました。事前に自宅に訪
問してお手伝いの内容をお聞きし、ボランティアさんにつない
でいきます。利用者さんの要望を聞き、相談しながら当日の作
業を進めていきます。まずはお気軽にご相談下さい。

　7/27～8/7 りすたにて音楽フェスティバルが開催され

ました。市内の有志によって期間限定でグランドピアノを

設置しました。初日は大盛況で、追加の席を準備するほど

でした。市内の合唱団、夕張にゆかりのある方々の出演、

サックスやクラリネット演奏なども行われました。また、

子どもたちによる演奏会も行われ、誰でも楽しめるイベン

トになりました！

　8/17㈬りすたにて、毎月開催のもも倶楽部にお邪魔し

ました。今回は来月の美唄、三笠への市外視察に向けての

学習会が行われました。開催中の旧夕張美術館収蔵作品

展の企画と連携で、アルテピアッツァ美唄の動画を視聴

し、美唄市出身の彫刻家安田侃について学びました。後半

は収蔵作品を鑑賞しました。グループで作品の説明を聞く

など、思い思いに作品を楽しみました。お知り合いの方の

作品も数々展示され、昔話に花が咲いていました♪
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
 

申
請
・
受
取
の
た
め
の

　
　

 

夜
間
臨
時
窓
口
開
設

令
和
４
年
度
夕
張
市
冬
期

生
活
特
別
支
援
金
に
つ
い
て

ゆ
う
ば
り
黒
ダ
イ
ヤ

  

プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ケ
ッ
ト

　

  

追
加
販
売
の
お
知
ら
せ

離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

平
日
の
夜
間
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
と
受
取
の
た
め
の
臨
時
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。
利
用
に
は
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
家
に
届
い
た
は
が
き

に
「
カ
ー
ド
の
交
付
場
所
が
南
支
所
」

と
書
か
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
市
民
係

で
夜
間
受
付
が
可
能
な
の
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

○
夜
間
受
付
日

　

10
月
５
日
〜
令
和
５
年
３
月
末

　

毎
週
水
曜
日（
休
日
は
除
く
）

○
申
請
・
受
取
の
受
付
時
間

　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

○
場　

所　

市
民
係

○
夜
間
受
付
の
予
約

　

前
日
ま
で
に
電
話
予
約

○
予
約
先　

市
民
係☎

52
―
3
1
0
4

○
持
参
す
る
も
の

申
請
の
場
合

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請

書（
持
参
で
き
な
い
場
合
は
事
前

に
連
絡
）

②
本
人
確
認
資
料

交
付
の
場
合

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知

書
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知
書

（
は
が
き
）

②
通
知
カ
ー
ド
、住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
お

持
ち
の
方
の
み
）

③
本
人
確
認
資
料

※
本
人
確
認
資
料
は
次
の
ア
の
書
類

を
１
点
、ア
が
な
い
場
合
は
、イ
を
２

点
持
参
し
て
く
だ
さ
い

ア　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、運
転
免

許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、在
留
カ
ー
ド

な
ど

イ　

健
康
保
険
証
、年
金
手
帳
、医

療
受
給
者
証
、介
護
保
険
証
、学

生
証
な
ど

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
申
請
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

を
お
持
ち
の
方
は
、
次
の
方
法
で
も
申

請
で
き
ま
す
。

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読
み
込
む

②
パ
ソ
コ
ン
で
申
請
書
の
Ｉ
Ｄ
を
入
力

③
街
中
の
証
明
写
真
機
で
申
請

④
郵
便
で
申
請
書
を
送
付

　

原
油
価
格
の
高
騰
を
考
慮
し
、
低

所
得
世
帯
に
冬
期
間
の
原
油
価
格
の

上
昇
に
対
す
る
特
別
支
援
金
を
給
付

し
ま
す
。
給
付
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。

対
象
世
帯

　

申
請
時
点
で
夕
張
市
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
令
和
４
年
度
市
民

税
非
課
税
世
帯

対
象
と
な
ら
な
い
世
帯

　

生
活
保
護
世
帯
と
社
会
福
祉
施
設

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
世
帯
、
長
期
入

院
者
は
対
象
外
で
す
。

給
付
内
容

　

１
世
帯
あ
た
り
８
５
０
０
円
（
１
回

限
り
）を
指
定
す
る
金
融
機
関
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
期
限　

令
和
４
年
10
月
１
日
か

ら
令
和
４
年
12
月
30
日
ま
で

申
請
場
所　

市
生
活
福
祉
係
、
南
支

所
、
夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
各
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン

※
申
請
書
は
各
申
請
場
所
に
あ
り
ま

す
。

　

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
な
ど
へ
の
対

策
や
市
内
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、

「
ゆ
う
ば
り
黒
ダ
イ
ヤ
プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ケ

ッ
ト
」の
追
加
販
売
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
郵
送
に
よ

り
順
次
ご
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

夕
張
商
工
会
議
所

☎
52
―
3
2
6
6

　

離
婚
し
た
場
合
、婚
姻
期
間
中
の
厚

生
年
金
の
支
給
額
の
計
算
の
基
と
な

る
報
酬
額
を
分
割
し
て
、年
金
額
を
お

二
人
で
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
離

婚
後
２
年
以
内
に
手
続
き
を
行
っ
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
の
で
、お
早
め
に
、

岩
見
沢
年
金
事
務
所
（
最
寄
り
の
年

金
事
務
所
）ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

岩
見
沢
年
金
事
務
所

☎
0
1
2
6
―
22
―
5
8
0
4

⑤
携
帯
電
話
シ
ョ
ッ
プ
で
申
請

※
交
付
申
請
書
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
本
人
確
認
書
類
を
持
参
の
上
、

市
民
係
か
南
支
所
で
再
発
行
を
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

※
申
請
の
際
は
、振
込
誤
り
を
防
ぐ
た

め
、指
定
す
る
金
融
機
関
の
通
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
課
税
状
況
の
問
合
せ

に
は
回
答
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

☎
52
―
1
0
5
9

夕張市公共交通等に関するアンケート調査

ご協力のお願い

　市では、公共交通の利用者減少に伴い、持続可能な公

共交通の実現に向けて交通体系の見直し・改善を検討す

ることといたしました。

　つきましては、今回、利用者の声を反映させるためアン

ケート調査を実施いたします（調査票は10月広報と一緒

に配布します）。

　この調査は、持続可能な公共交通を確保する上で大変

貴重な基礎資料となりますので、ご理解、協力のほど、よ

ろしくお願いいたします。

問合せ先　市企画係　☎５２－３１４１
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粗
大
（
大
型
）
ご
み
収
集
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

高
齢
者
住
宅
の
福
祉
除
雪
の

　
　
　

受
付
を
開
始
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

除
雪
会
員
の
募
集
に
つ
い
て

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

 
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

品
目
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
金
額
分

（
２
０
０
円
・
６
０
０
円
・
１
０
０
０
円
）の

「
粗
大
ご
み
用
処
理
券
」（
１
枚
２
０
０

円
）
を
粗
大
ご
み
に
貼
り
、
収
集
日
の

午
前
８
時
ま
で
に
所
定
の
場
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

注　

意

①
収
集
を
行
う
際
に
、一
般
ご
み
の
収

集
の
よ
う
な
音
楽
は
流
れ
ま
せ
ん
。

②
ご
み
処
理
券
の
貼
り
忘
れ
や
、貼
り

間
違
い
が
あ
っ
た
場
合
は
回
収
を
行

い
ま
せ
ん
。

※
粗
大
ご
み
用
の
処
理
券
は
ピ
ン
ク
色

の
シ
ー
ル
状
に
な
っ
て
い
る
券
の
み
で

す
。

　

10
月
よ
り
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

⑴
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
市
民
の
方

⑵
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

市
民
の
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
心
臓
、じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機

能
に
、自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活

動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
が
い
を
有
す
る
方（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
程
度
）

②
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免

疫
の
機
能
に
、日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を
有

す
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

程
度
）

実
施
期
限　

令
和
５
年
３
月
31
日

実
施
医
療
機
関

①
中
條
医
院

②
南
清
水
沢
診
療
所

③
夕
張
市
立
診
療
所

接
種
費
用　

実
施
医
療
機
関
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

市
の
助
成
額　

上
限
１
５
０
０
円

自
己
負
担
金

①
接
種
費
用
が
３
０
０
０
円
以
下
の

場
合
は
１
５
０
０
円

②
接
種
費
用
が
３
０
０
０
円
を
超
え

る
場
合
は
、そ
の
費
用
か
ら
１
５
０

０
円
を
引
い
た
額

③
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
自
己
負

担
な
し

接
種
回
数　

１
回

そ
の
他

①
接
種
す
る
前
に
実
施
医
療
機
関
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

②
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
生
活
保

護
受
給
証
明
書
を
実
施
医
療
機
関

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
対
象
者
の
⑵
に
該
当
す
る
方
は
、身

体
障
害
者
手
帳
を
実
施
医
療
機
関

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

④
市
外
の
病
院
（
施
設
）に
入
院
（
入

所
）し
て
い
る
方
が
接
種
す
る
場
合

は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

対
象
者

　

65
歳
以
上
で
、
次
の
①
〜
④
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
除
雪

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

高
い
高
齢
化
率
な
ど
を
背
景
と
し

て
、除
雪
を
希
望
す
る
方
が
増
加
す
る

一
方
、除
雪
作
業
に
従
事
す
る
シ
ル
バ
ー

会
員
は
減
少
し
て
お
り
、
年
々
、
除
雪

体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
状

収集日 収　集　地　区

清水沢（全地区）、南清水沢

沼ノ沢、真谷地、紅葉山、楓、
登川、滝ノ上

10月４日（火）
社光、住初、本町、旭町、昭和、
末広、鹿の谷、千代田、若菜、
常盤、日吉、平和、富野、南部

10月５日（水）

10月６日（木）

③
品
目
の
確
認
に
つ
い
て
は
、お
家
に
あ

る
ご
み
分
別
辞
典
を
参
照
す
る
か
、

市
環
境
生
活
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
分
別
辞
典
が
無
い
場
合
は
、
市

役
所
・
り
す
た
・
生
活
館
な
ど
の
施

設
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、ご
確

認
く
だ
さ
い
。

④
収
集
日
当
日
の
出
し
忘
れ
に
よ
る

再
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

①
市
内
に
子
ど
も
な
ど
の
親
族
が
い
な

い
な
ど
、
除
雪
を
他
の
人
に
頼
れ
な

い
方

②
ケ
ガ
や
病
気
の
た
め
、
体
力
的
に
除

雪
が
困
難
な
方

③
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
方

④
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方
（
納
付

誓
約
履
行
中
の
方
は
除
く
。
）

除
雪
範
囲

　

15
㎝
以
上
の
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
に
、

玄
関
前
と
道
路
ま
で
の
通
路
を
除
雪

し
ま
す
。

　

除
雪
開
始
の
時
間
指
定
、屋
根
の
雪

降
ろ
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

除
雪
期
間

　

令
和
４
年
12
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

令
和
５
年
３
月
31
日

申
込
期
限

　

令
和
４
年
10
月
21
日

申
込
・
問
合
せ
先

市
生
活
福
祉
係　

☎
52
―
1
0
5
9

南
支
所

各
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　

（
問
合
せ
は
市
生
活
福
祉
係
へ
）

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
臨
時
会
員
（
冬
期
の
み
）の

登
録
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が

見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
、
除
雪
の
手
伝
い
が
で
き
る
方

は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
登
録
の

う
え
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
内
容

　

お
お
む
ね
15
㎝
以
上
の
降
雪
が
あ
っ

た
場
合
の
除
雪

作
業
場
所

　

高
齢
者
住
宅
の
玄
関
と
通
路
、
公

共
施
設
、消
防
施
設
（
消
火
栓
な
ど
）、

そ
の
他
一
般
家
庭
な
ど

配
分
金
（
報
酬
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
よ
り
支
給

募
集
期
限

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

夕
張
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
59
―
7
7
2
2
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イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

　
　
　
　

関
す
る
ご
案
内

冬
に
備
え
て
屋
根
や

 

突
出
看
板
の
点
検
な
ど
を

　
　
　
　
　

行
い
ま
し
ょ
う

秋
の
火
災
予
防
運
動
が

　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等

保
存
方
式
）
と
は

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、
令
和
５
年

10
月
１
日
か
ら
始
ま
る
消
費
税
の
仕

入
税
額
控
除
の
方
式
で
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
は
、
買
手
は
消

費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
た
め
に
、
原

則
と
し
て
、
売
手
が
交
付
す
る
イ
ン
ボ

イ
ス
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

売
手
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
場

合
は
、登
録
申
請
手
続
に
よ
り
取
得
し

た
登
録
番
号
の
記
載
が
必
要
で
す
。

登
録
申
請
手
続

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
る
令
和
５

年
10
月
１
日
か
ら
登
録
を
受
け
る
に

は
、
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
登
録

申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※
期
限
間
近
に
は
申
請
が
集
中
し
、処

理
に
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
申
請
を
予
定
さ
れ
て
い
る
事

業
者
の
方
は
早
期
提
出
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・
登
録
申

請
相
談
会
の
ご
案
内

　

税
務
署
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

概
要
を
説
明
す
る
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
」
や
登
録
申
請
を
希
望
さ
れ

る
方
へ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た

登
録
申
請
手
続
を
説
明
す
る
「
登
録

申
請
相
談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

 

毎
年
冬
に
な
る
と
、雪
や
氷
、つ
ら
ら

が
屋
根
か
ら
落
ち
て
、
歩
行
者
の
け
が

や
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
事
故
を
防
ぎ
、冬
季
間
も
歩

行
者
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う

に
、次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
に
屋
根
の
雪
が
落
ち
る
よ
う

な
建
物
は
、
雪
、
氷
、つ
ら
ら
が
落
ち

て
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
丈
夫

な
雪
止
め
を
つ
け
ま
し
ょ
う

○
雪
止
め
が
つ
い
て
い
て
も
、強
さ
が
足

り
な
か
っ
た
り
、さ
び
て
い
た
り
す
る

と
、壊
れ
て
落
ち
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
点
検
し
、
早
め
に
修

繕
し
ま
し
ょ
う

○
突
出
看
板
の
落
下
事
故
も
相
次
い

　

消
防
本
部
（
署
）
と
消
防
団
で
は
、

10
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
、「
お
出
か

け
は 

マ
ス
ク
戸
締
り 

火
の
用
心
」
を

統
一
標
語
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

昨
年
、
全
国
で
発
生
し
た
火
災
件

数
は
、３
万
5
0
7
7
件
で
、
出
火
原

因
別
に
み
ま
す
と
第
１
位
「
た
ば
こ
」
、

第
２
位
「
た
き
火
」
、第
３
位
「
こ
ん
ろ
」

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
朝
晩
の
冷
え

込
み
が
厳
し
く
な
り
、暖
房
器
具
な
ど

を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え
ま
す
。
ま

た
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
気
象
条
件
と
な
り
ま
す
の
で
、一

人
ひ
と
り
が
普
段
の
生
活
の
中
で
防

火
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、火
災
が
発

生
し
な
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
75
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、防
火
査

察
を
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

暖
房
器
具
の
取
り
扱
い

○
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
は
、
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

特
に
、洗
濯
物
を
暖
房
器
具
の
上
で

干
す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

○
暖
房
器
具
に
燃
料
を
入
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
が
消
え
て
い
る
こ
と
を

事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う 

こ
ん
ろ
火
災
の
防
止

○
こ
ん
ろ
の
周
り
は
、
整
理
整
頓
を
心

掛
け
、グ
リ
ル
な
ど
の
清
掃
を
定
期

的
に
行
い
ま
し
ょ
う

○
こ
ん
ろ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

火
を
消
し
ま
し
ょ
う

電
気
火
災
の
防
止

○
傷
ん
で
い
る
コ
ー
ド
は
、
電
気
シ
ョ
ー

ト
の
原
因
に
な
る
の
で
取
り
替
え

ま
し
ょ
う

○
た
こ
足
配
線
は
、や
め
ま
し
ょ
う 

○
コ
ー
ド
を
家
具
の
下
敷
き
に
し
た

り
、
傷
つ
け
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

○
家
具
裏
な
ど
に
隠
れ
た
コ
ン
セ
ン
ト

に
ほ
こ
り
を
た
め
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

※
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
か
ら
の
火
災
予
防
広
報

は
、日
中
の
時
間
帯
、
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
員
の
録
音
し
た
音
声
で
実
施

し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
予
防
係

☎
53
―
4
1
2
1

　

詳
細
は
、
札
幌
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

札
幌
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
合
せ
先

消
費
税
軽
減
税
率
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
2
0
―
2
0
5
―
5
5
3

（
受
付
時
間
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
土
・
日
・
祝
除
く

で
い
ま
す
の
で
、降
雪
前
に
点
検
し
、

さ
び
付
い
て
腐
食
し
て
い
る
場
合

は
、
倒
壊
や
落
下
し
な
い
よ
う
に
早

め
に
修
繕
し
ま
し
ょ
う

問
合
せ
先　

市
土
木
係

☎
52
―
3
1
5
9

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」」Episode 51

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市企画係でも受け付けています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市企画係　☎52－3141）

「本町５丁目の山崎商店。「祝・石勝線開通」の張り紙があります。」
飯塚猛さん撮影、1981年

▼この写真は下記でもご覧いただけます。
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栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

◆
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日

み
ん
な
で
築
こ
う
、
安
全
で
安
心
な

大
地

　

毎
年
、10
月
11
日
は
「
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
日
」で
す
。
犯
罪
に
強
い

社
会
の
実
現
に
向
け
、防
犯
に
対
し
て

の
理
解
や
意
識
を
深
め
る
日
と
さ
れ
、

そ
の
日
か
ら
10
日
間
に
わ
た
り
全
国
で

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
地
域
安
全

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て

犯
罪
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

○
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
詐
欺
電
話
が
来
た
ら
♯
9
1
1
0

・
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い

る
人
ほ
ど
危
険
で
す
。「
自
分
も
騙

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
心

構
え
を
し
て
、電
話
で
お
金
の
話
が

出
た
り
、
少
し
で
も
お
か
し
い
と
感

じ
た
ら
、一
度
電
話
を
切
り
、

　
　
「
警
察
相
談
♯
9
1
1
0
」

　

に
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・
保
険
料
や
医
療
費
の
払
い
戻
し
の

電
話
は
詐
欺
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
警
察
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

・
携
帯
電
話
で
通
話
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
操
作
し
て
い
る
人
は
、
詐
欺

の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
見
か
け
た
方
は

声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
普
段
か
ら
家
族
間
で
連
絡
を
取
り

合
い
、
お
互
い
に
詐
欺
に
関
心
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

・
地
域
の
見
守
り
の
目
を
増
や
す
こ

と
は
、
犯
罪
の
未
然
防
止
や
防
犯

力
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
買
い
物
、
犬

の
散
歩
な
ど
の
日
常
生
活
の
中
で

で
き
る
「
な
が
ら
見
守
り
」
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

・
危
険
な
事
態
を
予
測
、
回
避
す
る

能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
、
防
犯

標
語
「
い
か
の
お
す
し
」
を
活
用

し
、
不
審
者
に
遭
遇
し
た
際
の
対

処
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

・
防
犯
ブ
ザ
ー
や
防
犯
ホ
イ
ッ
ス
ル

な
ど
の
防
犯
グ
ッ
ズ
を
携
帯
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

・
夜
間
は
、で
き
る
だ
け
人
通
り
が
多

く
明
る
い
道
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

・
イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
な
が
ら

の
「
な
が
ら
歩
き
」
は
周
囲
の
状
況

が
分
か
り
に
く
く
な
る
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
の
防
犯
グ
ッ
ズ

を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

・
痴
漢
や
盗
撮
な
ど
不
審
な
行
為
を

し
て
い
る
人
を
見
か
け
た
際
は
、

す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
を
。

「Ｙａｈｏｏ！防災速報」をご存じですか？

　本市とヤフー株式会社は、防災情報を迅速に発信するため「災害に係る情報発信等に関する協

定」を締結しています。

　本市にお住まいの方や観光、ビジネスなどで滞在される方は「Yahoo!防災速報」のアプリをダ

ウンロードして、通知対象地域に「夕張市」を登録するか、位置情報の利用をオンにすることで、市

とヤフー株式会社が配信する緊急情報を受信できるようになります。

　アプリをダウンロードし、Yahoo!防災速報アプリ設定ガイドを参考に初期設定をしてください。

Android端末（Google Play）　　　　　　　　iOS端末（App Store）

1 緊急地震速報

2 避難に関する情報（避難指示や避難所の開設情報など）

3 ライフラインに関する情報（断水・給水や停電情報など）

4 災害時の注意喚起情報（台風接近時や豪雨予測など）

5 住民保護に関する情報（不審者・不審船情報や野生動物の出没情報など）

6 防災訓練通知情報（訓練通知など）

 （ヤフーのウェブサイトでも確認できます。）

「緊急情報」により配信する情報

「緊急情報」を受信するには

※アプリは無料ですが、通信料はご本人様の負担となります。

問合せ先

　市消防本部保安係　☎53－4121
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　8/21(日)、旧夕張美術館収蔵作品展の最終日に、北海道

教育大学教授の三橋純予さんから、「地域・土地」で生まれた

作品を鑑賞する意味や楽しさについて講演をいただきまし

た。

　参加者が目をつぶった人を誘導し、好きな作品の前で目を

開けてもらうなど、作品との対面方法を工夫する試みも行

われました。

地域の作品の魅力とは

市民学習講座「地域の作品を鑑賞すること」

　9/6(火)、国の機関や専門家の参加する行政相談が行

われました。この規模での開催は夕張市では初めてで

す。年金や国税、相続に関することなど、暮らしの中のお

困りごとを相談するために多くの人が訪れました。

10/28(金)にも行政相談を行います。詳しくは最終ペ

ージをご覧ください。

お困りごと、お聞きします

一日合同行政相談所

　9/8(木)、寺田総務大臣が夕張市内を視察し、りすた

で、鈴木知事、厚谷市長と意見交換を行いました。意見

交換を踏まえ、大臣は、市債返済後のまちづくりを見据

え、再生計画の一部変更に関する手続きを簡素化する

検討を行い、夕張市の再生を着実に行うため、道と連携

して取り組んでいくと話していました。

夕張の未来を見据えて

総務大臣・知事・市長の意見交換
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　9/11(日)、りすたで、写真絵本作家の小寺卓矢さんをお招

きし、市民学習講座を開催しました。

　りすた近くに生えている1枚ずつ表情の異なる「はっぱ」た

ちの中から、1人ひとりが気に入った「はっぱ」を採って、オリ

ジナルのスタンプアートを作りました。

いろんなはっぱがあるね

市民学習講座「はっぱスタンプアートづくり」

　9/11(日)、夕張フォレストファームで、にこにこマル

シェが開かれました。

　秋晴れの中、自然を活かした会場へ、道内各地から

多くの方が足を運び、雑貨、食べ物、ヨガなどのワーク

ショップ、フリーマーケット、こじか保育園の写真展な

ど約30の出店や催しを楽しんでいました。

白樺の木漏れ日の中で

にこにこマルシェ

　9/11(日)、シューパロ湖流木置場で流木の無料配布が行

われました。

　シューパロダムでは、施設管理の一環でダム湖内に流入し

た流木を回収し、毎年7月と9月に一般の方向けに無料配布

しています。この日は、各地から54組の方々が訪れ、チェー

ンソーなどでカットした流木を持ち帰りました。

使い道はいろいろ

夕張シューパロダム流木無料配布
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献
血
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

市
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

行
政
・
人
権
・
心
配
ご
と

　
　
　
合
同
何
で
も
相
談

「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も

　
‐
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
‐
」

　
　
　
　
南
空
知
上
映
会

　

献
血
車
が
市
内
を
巡
回
し
ま
す
。

４
０
０
㎖
献
血
へ
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。一
人
あ
た
り
の
所
要

時
間
は
20
〜
30
分
で
す
。

10
月
27
日（
木
） 

◇
午
前
９
時
〜
10
時
30
分

　

農
協
本
部
前（
沼
ノ
沢
）

◇
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

石
田
鉄
工
㈱
前（
南
清
水
沢
４
丁
目
）

◇
午
後
１
時
〜
２
時
20
分 

シ
チ
ズ
ン
時
計
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
㈱
夕
張
工
場
前
（
南
清
水
沢
４

丁
目
）

◇
午
後
３
時
〜
３
時
30
分

　

清
光
園
前（
南
清
水
沢
１
丁
目
）

◇
午
後
４
時
〜
５
時

夕
張
市
拠
点
複
合
施
設
り
す
た

（
南
清
水
沢
４
丁
目
）

10
月
28
日（
金
）

◇
午
前
９
時
〜
12
時

　

市
役
所
前（
本
町
４
丁
目
）

◇
午
後
０
時
50
分
〜
１
時
20
分

㈱
テ
ー
オ
ー
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
夕
張
工

場
前（
紅
葉
山
）

◇
午
後
２
時
40
分
〜
３
時
40
分

北
海
道
博
愛
舎
前（
紅
葉
山
）

◆
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
へ
の
加
入
の
推
奨

ラ
ブ
ラ
ッ
ド
と
は

　

日
本
赤
十
字
社
が
運
営
す
る
献
血

Ｗ
ｅ
ｂ
会
員
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
 

　

行
政
や
人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と

に
加
え
、日
常
の
様
々
な
お
困
り
ご
と

や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。
相
談
無
料
・
予
約
不
要
・

秘
密
厳
守
で
対
応
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

10
月
28
日（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

問
合
せ
先

市
市
民
係　
　
　

☎
52
―
3
1
0
4

夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
56
―
6
0
0
4

　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
守
る
市

民
の
会
主
催
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
大
会
の
１
週
間
前
ま
で

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
　
き

○
10
月
８
日　

午
前
９
時
〜

○
10
月
22
日　

午
前
９
時
〜

（
受
付
開
始
は
８
時
30
分
）

と
こ
ろ　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

参
加
費　

一
般　

７
０
０
円

　
　
　
　

会
員　

５
０
０
円

申
込
方
法　

大
会
の
１
週
間
前
ま
で

に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
棟
に
あ
る
申

込
用
紙
に
記
入
。

申
込
・
問
合
せ
先　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
を
守
る
市
民
の
会　

大
谷　

☎
58
―
3
0
1
1

　

治
安
維
持
法
下
の
中
、反
戦
平
和
の

活
動
に
青
春
を
さ
さ
げ
、24
歳
の
若
さ

で
こ
の
世
を
去
っ
た
活
動
家
・
伊
藤
千

代
子
の
生
涯
を
描
い
た
作
品
を
上
映

し
ま
す
。

日
　
時　

10
月
８
日（
土
）

午
後
２
時

場
　
所　

由
仁
町
ふ
れ
ー
る

（
文
化
交
流
館
）

鑑
賞
料　

大
人　

１
０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生　

５
０
０
円

主
　
催　

南
空
知
上
映
実
行
委
員
会

問
合
せ
先　

委
員
会　

滝
口　

☎
59
―
4
6
6
0

人　口 6,870人(－31人)

　男 3,203人(－14人)

　女 3,667人(－17人)

世帯数 4,133世帯(－21世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、
広
報
ゆ
う
ば
り
11
月
号
は
、

11
月
1
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和４年９月１日　現在
夕張市の情報はこちらから

夕張市ホームページ 夕張市Twitter

①
全
国
の
献
血
会
場
で
の
献
血
の
予

約
が
可
能
で
す
。（
前
日
の
午
後
５

時
ま
で
）

②
血
液
検
査
結
果
が
郵
送
（
は
が
き
）

よ
り
も
早
く
通
知
さ
れ
る
ほ
か
、過

去
の
デ
ー
タ
３
回
分
が
グ
ラ
フ
と
し

て
表
示
さ
れ
る
た
め
、結
果
の
推
移

が
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

③
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
く
度
に
ポ
イ

ン
ト
が
た
ま
り
、
20
ポ
イ
ン
ト
で
赤

十
字
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
品
と
交
換

で
き
ま
す
。（
４
０
０
㎖
献
血
１
回

で
10
ポ
イ
ン
ト
）

問
合
せ
先

市
生
活
福
祉
係　

☎
52
―
1
0
5
9

北
海
道
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー　

献

血
推
進
課　

☎
0
1
1
―
6
1
3
―
8
3
3
5

夕張文化誌68号「市民のひろば」

作品募集

●募集内容

俳句・短歌・川柳、詩・随筆・掌編小説な

ど（８００字以内）、写真、絵、書、切り絵な

どを写真化したもの。

●応募期限

　11月30日（水）

●宛先

　市社会教育係

問合せ先

　文化協会事務局　福島　☎５９―５０３８

https://www.city.yubari.lg.jp
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